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2018 年大阪府北部の地震における高槻市と茨木市の建物被害は局所的に被害の大きい地域があるが，既存の

地盤増幅率の分布と対応しないことが浅野らにより示されている1)．一方で，茨木市の一部を対象とした調査

によると，常時微動の卓越周期と被害分布に対応が見られることが指摘されている2)．そこで本研究は震源域

の地震観測点(図１)において常時微動アレイ観測を行い，表層地盤の影響と工学的基盤へ入射する地震動の影

響とを分離することを試みる． 

図１に示す TKT2 を除く 8 か所で常時微動アレイ観測を行った．TKT2 については既往研究によるデータ3)を

用いた．なお，地震観測点でない IBR4 で観測を行った理由は後述する．アレイ半径を 2ｍ，5ｍ，10ｍ(ただ

し，TKT0 は 2ｍと 5ｍ，IBR4は 10ｍと 2ｍ)とし，正三角形の頂点と外接円の中心に加速度計を置き，3 成分

の観測を 30 分ずつ行った．得られたデータに空間自己相関法を用いて求めた位相速度分散曲線を満たすよう

な地盤の速度構造を推定する．工学的基盤を S 波速度 350m/s と仮定し，その深部に 500m/s の層も仮定す

る．H/V スペクトルや近傍のボーリングデータを参照し得られた速度構造を初期値として遺伝的アルゴリズム

を用いて最適化を行った．図 2 に各個体の速度構造(黒線)，最適モデル(赤線)，工学的基盤までの深さ(青矢

印)を示す．IBR0 と IBR1 で他と比べて深い工学的基盤が認められたため，この中間位置において追加で常時

微動アレイ観測を行った (IBR4)．この結果，IBR4 では IBR0 や IBR1 に比べて浅く，この差がどの程度有意で

あるかは引き続き検討が必要である． 

表層地盤の速度構造を用いて，観測された地震動から工学的基盤上の地震動を推定する．解析にはDYNEQ4)を

用い，動的変形特性は H-D モデルを用いた．推定された工学的基盤波(NS 成分)と NS，EW 成分の最大速度を

図 3 に示す．白川は万博や中穂積，東中条，玉島よりも震源に近いが，工学的基盤上の速度波形の振幅はこれ

らの震源から遠い場所よりも小さい．K-NET 高槻や竹ノ内についても同じことが言える．この理由については

破壊の前方指向性により南西方向に伝わる波の振幅が大きくなった可能性等が考えられるが，より詳細な検討

が必要である． 
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